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 会の質問が政策採用の契機になり、行政の政策執行に大きな影響を与えることを確認しており、地
 方議会機能強化の可能性を論じる価値は十分にあると考える。
 2004年4月に施行された地方分権一括法施行後の地方分権の流れを本格的なものにするためには、
 二元代表制下における地方自治体の政策形成過程における地方議会の機能強化が必要となる。
 政策決定構造を変えない限り既存体制の変革にはつながらず、政策決定構造に踏み込まない改革
 は、所詮は既存体制の許容範囲内であると考えられるからである。
 これまでのわが国の地方自治研究は、中央地方関係を中心に論じられてきており、先進自治体の
 事例紹介や政策制度設計についての研究報告は多いが、地方自治体の政策形成過程や地方議会に関
 する先行研究は少なく、特に地方議会の研究は進んでいるとは言えない。
 議会研究は、議会制度や構造を対象とする制度論研究と立法過程や決定機能を対象とする過程論
 的研究と議員及びその行動を対象とする行動論的研究に分けられるが、議会機能の強化という視点
 に立って、議会改革の方向性と可能性について、制度論、過程論、行動論について総合的に論じた
 ものはきわめて少ない。
 又本研究は、地方議会の中に身をおき、現場における問題意識をもとに、地方自治体経営の改革
 と議会機能の強化を試みたものであり、ある意味では、研究と実践を同時並行的に進めつつ、理論
 研究とその検証を時系列的に進めてきたものである。
 研究方法としては、制度論、過程論、行動論全体について総合的に論じる立場に立ち、各種文献
 や議会記録の検討に加え、統計資料の分析、現地調査やインタビューなどを有機的に組み合わせな
 がら、東北大学大学院経済学研究科地域計画研究室(代表増田聡教授)の指導の下共同で実施した
 「地方議会の機能強化に関する全国都道府県議会議員アンケート調査」の結果分析と全国で最も多
 くの議員提案条例を成立させている宮城県議会の事例を中心に検証を行うものである。
 効率的な地方自治体経営とは、行政目的を達成するために、最少の負担で最大の効果をあげるこ
 とを目指し、市場の活力を維持しつつ、公的部門と民間部門の社会的分業の適正化と協同化をはか
 る中で、経済的かつ効率的な公共サービスを効果的に提供するものをいう。そこでは当然、現在提
 供している公共サービスの必要1生とその範囲が絶えず検証され{行政の無駄の排除とともに、その
 財政規模に見合った事業の確実な実行が期待される。
 日本の地方自治体経営の問題点は、資金も政策も中央に依存し、自立した経営への意欲が低く、
 結果として事業が市場論理とかけ離れたところで行われ、かつそのハード志向と借入金体質が財政
 を一層悪化させた点にある。
 宮城県も例外ではなく、これまで国と連動しての公共事業を中心とした財政支出がなされてきた
 が、財政指数は悪化し、経済実績もあがっているとは言えない。
 既存システムの見直しによる公的部門の無駄の解消については、公よりコストが低くサービス面
 では遜色のない民間活力の活用へ向けた民間委託やアウトソーシングをはじめ、品質の担保を確保
 しつつ、公正な入札制度の促進による落札率の適正化による建設事業費の抑制や、当初事業費に比
 べ最終事業費が増加しがちな公共事業の進行管理の厳格化に加え、公社等外郭団体の累積欠損の解
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 第2次行革審、都道府県議長会などの各議長会や研究者の手になるものなど数多く出されている。
 現時点で考えられる改革点についてできる限りのものをあげ、それらについて検討を行った。
 特に対面演壇方式と一問一答方式の導入、専決処分制度の厳格運用と常任委員会制度の活性化、
 そして活発な議員提案条例を可能にする条件整備などのテーマは、二元代表制下における地方議会
 の機能強化を通じた地方分権確立の成否に直結するものである。
 地方議会の機能強化のために、地方自治法改正の必要1生も指摘されるが、それ以前に現行法下に
 おいてやれることがかなりあると考えられる。それは地方議会自身の問題であり、地方議員の自覚
 や意識に負うところが大きい。地方議員の意識についての今回のアンケート調査結果は、地方議会
 改革の可能性を期待させるに足るものである。
 地方議会の機能強化の可能性について.政策決定機能、予算編成過程、議員提案条例、監視機能
 など多方面についての検討を行い、改革すべき点と実現へ向けた問題点が整理できたが、その実現
 は今後の課題として残される。
 論文審査結果の要旨
 藤原氏による学位論文は、民意の反映と効率的経営を可能にする「自治体政策の形成過程」のあ
 り方とその際に果たすべき「地方議会の機能」強化の方向性を実証的に考察した研究である。国の
 政策形成過程や権力構造、中央官僚と政治家、地方自治における中央地方関係については既に多く
 が論じられてきたが、地方議会研究は総じて低調であったといわねばならない。先進自治体での政
 策・制度設計に関する個別の事例報告は多いものの、地方自治体の予算編成等の政策過程や地方議
 会の活動・機能をテーマとする研究はごく僅かであった。
 その背景には、まずは戦前来の中央政府の監督統制があり、戦後の地方自治法下においても中央
 政府の影響に加え、自治体首長の管理下にある執行部門が全過程を把握する中で、地方議会の関・与
 には特段研究すべきものはないとの想定があった。しかし地方分権一括法の施行以降、機関委任事
 務の廃止や、自治事務と法定事務への振り分けにより地方自治体の果たす役割は拡大し、政策形成
 や条例作りを自ら行うことが期待される今日、地方議会機能の強化が現実の課題となっている。特
 に、二元代表制下における地方議会の果たす役割と機能、特に議決権、立法権、監視機能などの議
 会権限の活用と実効性について、今改めて検証を行う必要性は高まっており、本論文はそれを正面
 から取り上げた貴重な研究と位置づけられる。
 研究方法では、制度論・過程論・行動論全体について総合的に論じる立場に立ち、各種文献や議
 会記録の検討に加え、統計資料の分析、現地調査やインタビューなどを有機的に組み合わせながら、
 全国で最も多くの議員提案条例を成立させている宮城県議会を研究対象に設定している。
 さらに、これまでの地方議会研究は、外部から議会を研究対象とするものが主流であったが、本
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